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このような扱いについて、敬語の5分 類にこだわらず、接頭辞 「お」の用法 として学習者に説明
するという立場か ら、「おかばん」などの語を代表とする[敬 意の 「お」]、「お菓子」などの語を代表
とする[丁 寧の 「お」]、「おやつ」などの語を代表とする[名 詞化 した 「お」]という三つの用法に分
類するという仮説を提案し、それらについての検証方法を考察 した。
キーワー ド:日 本語教育　接頭辞 「お」　おかばん　お菓子　おやつ
はじめに一 日本語学習者が抱える接頭辞 「お」の問題点
例えば、 日本語を学習する外国人学習者が、普通体を使用するような関係である友達に、三角






レス トランの予約を取るような電話でのや りとりで、「失礼ですが、お名前は?」 と聞かれ、「私
のお名前は 一 ・・」というよりも、「私の名前は… 」と答えるであろう。相手の名前は「お名前」
というが、 自分の名前が「お名前」になると、違和感を生ずる。




学習者に理解 しやすい接頭辞 「お」となるような提案 を論 じていきたい。
本稿においては、接頭辞 「お」の先行研究、さらに日本語教育における接頭辞 「お」の扱い、接
頭辞 「お」の用法について論ずる。
、 この発展として、『日本語教育基本語彙』(1997)か らの接頭辞 「お」の付 きうる語の採取、接頭




語分科会の前身である国語審議会において 「これか らの敬語」(昭和27年4月)が 建議 され、「現代
社会における敬意表現」(平成12年12月)が 答申されて以降、今まで検討されてこなかった人間関
係に対する配慮が考慮 されたものとなっている。今後、 日本語教育 においても、「敬語の指針」
(2007)に 基づいた敬語の分類が主軸となってい くであろう。
内容の変化 として、「敬語の指針」(2007)に よると、敬語を3分類(尊 敬語、謙譲語、丁寧語)か
ら5分類へ移行させたものとなっている。その敬語の5分類 とは、菊地(1997)に おいて提案され
た5分類に近い内容である。
3分 類において謙譲語であったものを、5分 類では、謙譲語1、 準敬語であった丁重語と謙譲
語の一部を謙譲語Ⅱとし、準敬語であった美化語に1分 類を与えている。表にまとめると、以下
のようになる。
　 内容 と して は、 従 来 の 分類 で の 準 敬 語 の 「丁 重 語 」と して い た分 類 を、 「敬 語 の指 針 」(2007)で
は[謙 譲語Ⅱ 「参 る ・申す 型 」]と 位 置 づ け 、 「自分 側 の物 事 を 申 し述 べ る 」と説 明 してい る。 こ こ
が 大 き く異 な る点 で あ る。 また敬 意 を示 す 方 向 を、こ こで は 「立 て る」とい う表現 を使 用 して い る。
尊 敬 語
　 [尊敬 語 「い らっ し ゃ る ・お っ しゃ る 型 」]は 、 聞 き手 又 は第 三 者 の 行為 、 もの ご と ・状 態 な ど
に つ い て そ の 人物 を立 て て述 べ る こ とで あ る と して い る。 「人物 を立 て る 」とは 、 尊 敬 語 を使 用
す る こ とに よっ て、 そ の人 物 を言 葉 の上 で 高 く位 置 づ け る 。
　 「先 生 が 来 る 。」 一 ①
　 「先 生 が い らっ し ゃる。」 一 ②
　 立 て る相 手 で あ る 「先 生 」の行 為 を 、 「い らっ しゃ る」に よっ て 表 す 。① の 文 の 「来 る」とい う よ
り も、 ② の文 「い らっ し ゃ る」の ほ うが 、 立 て る こ とを表 して い る。 立 て る 人物 の もの ご と ・状
態 とは 、「先 生 の お名 前 」「先生 は お忙 しい 」とい う よ うに 、名 詞 と動 詞 に 「お 」を付 け る こ と に よ っ
て 、 立 て る こ と を表 す こ とが で きる 。
　 尊敬 語 の 形 に は 、「行 く・来 る」を 言 い換 え る「い らっ しゃ る 」、「言 う」を言 い換 え る 「お っ しゃ る」、
「す る」を言 い 換 え る 「な さる 」、 「食 べ る」「飲 む」を言 い換 え る 「召 し上 が る」、 「くれ る」を言 い 換
え る 「下 さ る」、「来 る」を言 い換 え る 「見 え る」とい う特 定 形2と 、「お(ご)～ にな る」「～(ら)れ る」
「～ な さ る」「ご～ な さ る」「お(ご)～ だ 」「お(ご)～ くだ さ る」とい う 「～ 」に動 詞 の 連 用 形 を入 れ
る一 般 形3が あ る。
謙 譲 語
　 [謙 譲 語1「 伺 う ・申 し上 げ る 型 」]は、 自分側 か ら聞 き手又 は 第三 者 に 向か う行 為 、 もの ご とに
つ いて そ の 向 か う先 の 人物 を立 て て述 べ る こ とで あ る と して い る。 立 て る 人 に 向か う行 為 と は、
圭「敬語 の指針」(2007)で は
、「立 てる」とは 「敬意 を示す方向」を表す。
2「 行 く」に対す る「い らっ しゃる」「参 る」とい うように
、特定の語で言い換 えられ、他 に転用で きない形 を指す。 いわゆ
　 る尊敬動詞、謙譲動詞の類である。
3「 読 む」の尊敬語 は







　謙譲語1の 形は、「訪ねる ・尋ねる ・聞く」を言い換える「伺う」、「言う」を言い換える「申し上
げる」、「知る」を言い換える 「存 じ上げる」、「上げる」を言い換える 「差 し上げる」、「もらう」を
言い換える「頂 く」、「会う」を言い換える「お 目に掛かる」、「見せる」を言い換える「お目に掛ける」
「御覧に入れる」、「見る」を言い換える「拝見する」、「借 りる」を言い換える 「拝借する」という特
定形、「お(ご)～ する」、「お(ご)～ 申し上げる」、「～ていただく」、「お(ご)～ いただく」とい
う「～」に動詞の連用形を入れる一般形がある。
　 [謙譲語 Ⅱ(丁重語)「参る・申す型」]は、聞き手の行為・ものごとなどを話や文章の相手に対 して、
丁重に述べることを表す。自分側の行為とは、
　「率直に言います と …　　 」 一⑤
　「率直に申します と …　　 」 一⑥
　⑤の文では話し手、つ まり自分が「言う」という行為 を言い述べることができる。⑥の文では「申
す」という謙譲語を用いて、話し手から聞き手に丁重さを表すことができる。ものごとについては、
自分の著書を表す 「拙著」や自分が属す会社 を「小社」などと言 うことによって、聞き手に丁重さ
を伝 える。















　 [美化語 「お酒 ・お料理型」]は、ものごとを美化 して述べることを表す。
　 「お酒は百薬の長なんだよ。」 一⑩
　⑩の文は丁寧体ではなくて、普通体 となっているが、「酒」に 「お」の付いた形 「お酒」となって
いる。この 「お酒」は、尊敬語のような名詞に 「お」を付けて聞き手又は第三者 を立てるという働
きを持たず、謙譲語1の ように立てるべ き人物への 「お酒」という働 きも持たず、いかなる場合
にでも付けることができる「お」である。





















「お話があるんですが」という文では、話 しての 「お話」は話 し手から先生への話であるため、
謙譲的表現という捉 え方である。








の付 く語の扱いは、第1課(P11)で 、「失礼ですが、お名前は?」「イーです。」、第3課(P22)で 「壷
手洗いはどこですか。」「[お]国はどちらですか。」と質疑応答文に「お」の付いた語がでてきている・
第1課 では、教室の指示ことばで 「名前」がでてきているため、「お」がある語 とない語の説明が、
簡単に必要 となる。
「お土産」「お酒」「お元気」「お仕事」などの 「お」の付いた語がほぼ各課で取 り上げられ、第7課
(P57)で は、「お上がりください。」のような動詞に「お」の付 く語が、会話で取 り上げられる。
「お」が文の形 として取 り上げられるのは、第49課 で「お～になる」の尊敬語、第50課 で「お～す
る」の謙譲語となってお り、ともに動詞の連用形に「お」をつけるという説明である。しかし、[「お」





また、『みんなの日本語』(2005)で は、接頭辞 「お」の付 く語がかなり早い段階で導入されてい
るが、「お」の特別な説明はない。
接頭辞 「お」の付 く語は、やは りあいまいに見過ごされる点が多々あろうか と思われる。その






では、日本語教育において、どのように説明 してい くべ きであるか。接頭辞 「お」の付 く語は、































(チャールズ ・ディッケンズ 佐々木直次郎訳1967岩 波文庫)
下線を引いた、「おかばん」であるが、このときの 「おかばん」は、「お客さまのおかばん」で、
私のかばんではない。「お客様のかばん」ということか ら、話 し手から、立てるべ き「お客 さん」
への敬意を表す 「お」と考えられる。
最近の使用状況では、ANAの ホームページより、「お力バ ン」を見つけることがで きた。
「フランクフル ト空港以外よりご出発 されるお客様は、ご出発当日18時 までに上記預か り所

















　　　　 Aが 　　 (Bの)　 　　　 Cを 　　　　 持つ
　 [1]先 生が　　(先生の)　 おかばんを　お持ちになる。
　 [2]先 生が　　(私の)　　 おかばんを　お持ちになる。　 ?
　 [3]私 が　　　(先生の)　 おかばんを　お持ちする。
　 [4]私 が　　　(私の)　　 おかばんを　　持つ。　　　　 ?






































　 [1]Aは 話し手が敬意を表す(立 てるべ き)人
　　　　B((C)の 関与者)は 敬意を表す(立 てるべ き)人
　　　　行為者は、「お～になる」の尊敬語であるため敬意を表す人
　 [2]Aは 話し手が敬意を表す(立 てるべ き)人
　　　　B((C)の 関与者)は 敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手自身)
　　　　 行為者は、「お～になる」の尊敬語であるため敬意を表す人
　 [3]Aは 話し手が敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手自身)
　　　　 B((C)の 関与者)は 敬意を表す(立 てるべき)人
　　　　 行為者は、「お～する」の謙譲語であるため話 し手
　 [4]Aは 話 し手が敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手自身)
　　　　 B((C)の 関与者)は 敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手 自身)
　　　　 行為者は普通体(こ の状況で謙譲語を使用する可能性は少ない。)であるため話 し手






















て、ここでの美化語は、[丁寧 さを表す 「お」の付 く語]と する。




　 Aが 　　 　　 (Bに)　 　　 Cを 　　 　 作る
　 [1]先 生が　　(私に)　　 おかしを　　お作 りになる。
　 [2]先 生が　　(先生に)　 おかしを　　お作 りになる。
　 [3]私 が　　　(先生に)　 おかしを　　お作 りする。
　 [4]私 が　　 　(私に)　 　 おかしを　　作る。










　「おか し」は、「お」を付けずに表す 「か し」で言えるのであろうか。
　　「先生が　　　(先生に)か しを　　　お作 りになる。」?
敬意を表す「先生」によって「作 る」行為によって作 られた「か し」は、この「作る」という行為の影
響を及ぼす相手が敬意を表す相手 「先生」であっても、「か し」と言うよりは、「おか し」のほうが
よいであろう。
[3]　 この 「作 る」行為によって作 られた「おかし」は、「先生」へ向けられた行為である。よって
影響を及ぼされる人(「～に」で表される人)は 、「先生」となる。「お～する」という謙譲表現で低
められるのは、動作主である 「私」で、影響を及ぼされる人 とは、「おか し」の所有者 となるであ
ろう「先生」になる。
　 「おかし」の「お」をとって、「か し」としたら言えるのであろうか。
　　 「私が　　　　(先生に)か しを　　 　お作 りする。」?
動作主は、話 し手 自身を表す「私」で、「作る」という行為によって作 られた「かし」は立てるべ き「先
生」へ向けられたものである。「か し」と言うよりは、「おかし」のほうがよいであろう。
[4]　 動作主は、話 し手 自身「私」である。話 し手が動作主である「私」(話し手 自身)の行為を「作る」
としている。この「作る」行為 よって、作 られる物は、「私」に向けられた「おかし」である。「おかし」
は話 し手自身のための 「おかし」である。話し手である「私」の 「作 る」という行為 は、話 し手自身
に影響を及ぼされる。つまり、この文では、敬意を表す対象者は、存在 しない。
　 では敬意を表す 「お」であるのに、話 し手自身の「かし」に「お」を付けて「おか し」とできるので
はなぜであろうか。「おか し」の「お」を取った形である、「か し」がいえるのかどうか。「私のか し」
でこの文を言い換えてみる。
　　「私が　　 　 (私に)か しを　 　 作 る。」
「作る」という行為 によって、影響を及ぼされる人は、話し手自身の 「私」である。違和感は生 じ
ないが、丁寧さには欠けるような文 となっている。
　前述の[敬 意を表す 「お」]が「敬意を表す」意だけを持つという仮定するのであれば、ここでは
「お」を付けにくい という結果になる。 しか し、「お」をつけた 「おか し」でもいうことがで きると
④で判断しているため、[敬意を表す 「お」]というだけではなさそうだ。
　敬意を表さない人である話し手自身の行為によって影響 を及ぼされる人が、話 し手自身であっ




　 [1]Aは 話 し手が敬意を表す(立 てるべ き)人
Bの 関与者は敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手自身)
行為者は、「お～になる」の尊敬語であるため敬意を表す人
[2]Aは 話 し手が敬意を表す(立 てるべき)人
Bの 関与者は敬意を表す(立 てるべ き)人
行為者は、「お～になる」の尊敬語であるため敬意を表す人
[3]Aは 話し手が敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手自身)
Bの 関与者は敬意を表す(立 てるべ き)人
行為者は、「お～する」の謙譲語であるため話 し手
[4]Aは 話し手が敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手自身)
Bの 関与者は敬意を表さなくてもよい(立 てる必要のない)人(話 し手自身)
行為者は普通体であるため話 し手
[2][3]は 、敬意を表す人のものに「お」を付ける。しか しここでは、[敬意を表す「お」]と異なり、
[肩[4]の ように、話 し手のものや、話 し手のものになるであろうものにも、「お」を付けるこ
とができる。そのため、[丁 寧を表す「お刀 とする。
2-3用 法による検証 名詞化 した「お」の付 く語



















　接頭辞 「お」の付 く語を、[敬意の「お」]、[丁寧の「お」]、[名詞化 した「お」]という3分 類 をした。
[名詞化 した「お」]は、文法の問題からは外れるため、現場において、「名詞化」という意識なしに、
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